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白 瀬 氷 河
西 尾 文 彦
白癩氷河は速くなる
自 瀬 氷河 は現 在の 南 極 で 最 も流 れ の速 い 氷河 であ る,
そ の 速 さは,氷 河 末 端 で2.5～2.7kmft|こ,・llの速 さに
す る と6.8～7.4mにな る.ア ラ ス カな ど に 存 在す る 温
暖 氷 河 で 数 十 年 に.・度 の 割 り合 い で 氷 河 異常 前進IJLf*
1サー ジ現 象}を 示 す 永 河 の速 さは,・ 日 に10～30mと
、i'われ て い る.も っ と も,大 きい と きは50-110m/日に
達 す る こ とがあ る.白 癩 氷 河 の 末端 の 水 呑域 は}異常 な氷
河 前 進 を示 して い る とい って よ い だ ろ う.第27次 越 冬期
間 中 の1986年5月,秋 の 内 陸 調 査 を終 え昭 和 基 地 に帰 っ
た.ブ リザ ー ドの翌 日,快 晴 の あ る 日 にセ スナ 機 で 白癩
氷 河 め 氷 古城r写 真 参照)を 飛 行 す る機 会 を得 た.合 田
パ イ ロ ッ トに は氷 河 表 面 を肉 眼 で 轟視察 で き る高 度 で 飛 行
す る よう に頼 む,冬 を迎 え る内 陸 氷 床 高 原 か らは,放 射
冷却 で冷 え た空 気 塊 が 斜 面 末端 で は カ タバ 風 の ジ ャ ンプ
現 象 レ ・イ ドロ ー リ ノク現 象 〕 に よる 電煙 が 舞 い あ が っ
て い る.高 度 を低 く飛 ぶ に は 雪煙 のlllに人 らな け れ ば な
ら な い.内 陸 調 査 中 には 雪 上lll:で謡 られ て きた とは い え,
空 中 を飛 ぶ 謡 れ とは 本 質rl{」に 異る.機 体 の語 れ に 足 を踏
ん ば り,眼 を こ ら して 氷 河.ヒを観 察 す る.前 日 まで の ブ
リザ ー ドで 堆 積 した1次ぎ溜 りの 表lrliには,縦 横 無 尽 に割
れ 日が 入 っ て い る.巾 は1～2mだ ろ う か,い や もっ
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とありそうだ.右 岸沿いに飛んでもらう.機上の語れに
慣れぬ身で眼をこらしていると酔ってしまう。岸近くの
吹き溜 り雪の表面には,ま るで教科書に書 き記されてい
る,巾 数mの せん断力によるクレバス ・パター ンを観
察することができた.活発な活動を示す新 しいクレバス
の発生状況を眼前にし,白瀬氷河の激 しい動きを知るこ
とができた,白癩氷河の前進速度は南極では非常 に速い.
この現象が白癩氷河全域にいかなる影響を及ぼしている
のか.我 々はその変動史を組みたて,将 来の氷河像を構
築 しようとしている..いま何をもくろんで研究をしてい
るのか.何がわかりつつあるのかを,少 しでも伝えられ
たらと思う.
白瀬氷河流域の氷床の変動
図1に は白糠氷河流域の氷床表面で測定 した氷床流動
ベクトルを示 した.氷床の水平流動ベクトルは白癩氷河
の河口に向って収れんしているのが明瞭である,そ して,
巾10kmの白癩氷河の河口から約2.7km/年の速度で海
へと流出している.図1で,や まと山脈から南緯72度線
に沿った流動ベクトルはエンダービーランド雪氷研究計
画で調べられた,当 時はやまと山脈のような露岸を不動
点 として,氷床－Lに測量ポールを設置 し三角鎖を組み,
この三角鎖を測量して絶対位置を決めねばならなかった.
4年後に再び測量し絶対位置の変化から氷床の三次元的
な動きを求めたのである.当時としては南極観測史上画
期的な精度の測定によって,氷 床の流動速度はもちろん
のこと,氷床の氷厚の変化まで明らかにすることができ
たのである.現在では,三角測量の手法は人二1:衛星を利
用した測量法に変わりつつある.人工衛星測量法は南極
氷床上のように露岩の不動点を見いだせない場所では,
その利用価値はもっと高い.東 ク計画では,航 海衛星と
いう人ユ:衛星を使って氷床流動を求めた,図1の 白癩流
線沿い 陳 経40度)やみずほ基地周辺の流動ベクトルは,
この衛星を用いて求めたものである.白癩流線沿いの内
灘㍑謀議譜 獅/麟:㍑●
40m/年となっている.ま た,み ずほ基地を通る流線は,
そのベクトルを白瀬氷河口へと向っていることを示 して
いる.このように,氷床の人工衛星測量法は三角測量と
同等の精度を有するようになっており,近い将来にはこ
れをしのぐであろう.　GPSによる人工衛星測量法は,
[:コ 氷床の底面が圧力融 解点(約 一1.5℃}以上の温度 になっている地域
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図1白 癩氷河流域の氷床流動と氷床底面の圧力融解温度範囲
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南極氷床の流動の実像を広い範囲にわたって短期間で明
らかにできる可能性を秘めた技術である.
さて.三 角鎖測量の測定結果は,白 癩氷河流域の南緯
72度付近の氷床で毎年1m弱 の氷厚の減少を示 した.
また,東経40度に沿った白癩流線では,内 陸域から白癩
氷河口に向って氷厚減少が増す傾向を示した.と くに,
白癩河口にもっとも近いG2地 点では,年 間2m以 上
にもなる氷厚減少を示 した.ち ょっと信じられないほど
の大きな氷厚減少なのである.も しこのままの速 さで氷
厚減少が続けば,G2地 点の氷厚は1,500mであるから,
約750年で氷がなくなってしまう計算になる.お そらく
最近に氷厚減少が始 まり,将来は再び氷厚が増するよう
になるのではないだろうか.そ うでなければ数百年の時
間スケールで白癩氷河流域の氷床が消滅することになる,
求められた流動速度と氷厚減少速度を解析 した結果,
氷厚減少の原因は,白癩氷河流域の氷床の底の温度が融
点になってお り,基盤岩と氷床の底との間に水が存在す
ること,この水が潤滑油となって氷床は基盤岩の上を滑
り運動をしている.われわれはこの現象を白癩氷河の底
面すべりと呼んでいる,三角鎖測量による氷厚減少の仮
説を提案 したのは,北 大の前晋爾教授(前 極地研究所雪
氷部門教授,第24次越冬隊長)で ある.東 ク計画ではこ
の仮説を基に,氷床流動の詳 しい調査とみずほ基地での
氷床コアの分析から変動の歴史を知ろうとしたのである,
白癩氷河流域の底面すべりと水の存在
氷床が基盤岩の上を滑 り運動を起すために氷厚減少が
おこる.氷が自重で変形して示す流動速度だけならば氷
厚の減少は起こらないが,氷床の底面すべり速度は三角
鎖測量の地域で年間約10m.これは氷床が示す流動速度
の約50%になる.G2地 点では30m/年にもな り,氷床
の流動速度の75%に達する.このように大きな底面すべ
り速度は,氷床の底に水が存在するためであると述べた.
氷厚1000mから2000mの氷床の底面は氷の重さで90～
180気圧の圧力を受けている.そ のため,氷 の融解温度
は一〇.7℃～-1.5℃に低下 している.つ まり氷の融ける
温度が0℃ 以下になるわけである.氷床の流動モデルを
用いて白癩氷河流域の氷床面の一1℃以下の温度分布を
求めた.図1で 塗りつぶした領域の白癩氷河下流域は氷
の温度が融解点になっており,水が存在するこ、とを示 し
ている:白瀬流線沿いに,さ らに詳 しく氷床の断面とそ
の温度プロファイルを流動モデルを用いて求めたのが図
2である.白 癩氷河の末端から中流域のG4とG5地
点の中間部までの氷床底面が融解温度になっており,底
面すべ りを起す水の存在 を示唆 している.氷床底面での
水の存在を直接に確認する方法はボーリングによること
であろうが,氷 床まで掘削することは大変な作業である.
しか し.みずほ基地で掘った深さ700mのボーリング孔
の温度分布から氷床底面の温度を計算で*め ると,-
0.1℃となって融解温度であることが確認された.図1
で示 した融解品変の領域は,か なり本当らしいのである.
さらに,我々はレーダーを用いて図1の領域に水の存在
を示す証拠を見い出しつつある.雪上)1〔や航空機にレー
ダーを搭載し基盤岩からの反射エコーを受信すると氷床
の厚さがわかる,こ れをアイスレーダーと呼んでいる.
アイスレーダーの反射の大きさから,氷床の底面が融点
であるか否かを判定できる手法を開発 しつつある.そ れ
によると白癩氷河下流部の図1に 示 した融解点の領域で
は.反射の大きさが大きく氷床底面部に水が存在するこ
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とを示 している。このように、氷床底面は融解点になっ
て水が存在 し,すべ り運動が起っている,そ して,氷床
表面では氷床の沈下が起るという,氷床変動の仮説はあ
まりはずれていないようだ.次 に,我々は白癩氷河流域
の変動がいつごろ始ったのか,そ の原因は何故なのかを
考えなければならない.
白癩氷河流域の変動の始まりと原因
みずほ基地の深 さ700mの氷床コアの分析から,みず
ほ基地付近の氷床表面の気温が最近2,eOO年間に上昇傾
向を示 していることが明らかになってきた.大気の気温
の上昇ではなく,.氷厚の減少による昇温と考えるとみず
ほ基地では約200mの氷厚の減少は数百年前に始 ったの
ではないかと推定 している.ま た,氷厚減少を誘起する
底面すべ り運動は,最 近数mほ ど加速 されたのではな
いかと,みずほ基地の温度分布の解析から示唆されてい
る,したがって,白癩氷河はさらに流速を増す可能性が
ある.流速が増せば,基盤岩 と氷床底との摩擦熱による
融解が加わるという,正のフィー ドバ ック機構が発生す
る.この機構は氷床底部が融点になり水が存在する領域
を上流域に拡大していくことになる.我 々はこのような
仮説を考えるとき,白癩氷河の挙動を監視する必要を重
要視 しているものである.
南極観測隊便 り
一第28・29次隊の近況一
策29次観測隊を乗せた 「しらせ」は,昭和62年11月14
日出港以来,天 候に恵まれ順調な航海を続け,フ リーマ
ントル寄港後,12月17日ブライド湾へ到着した.19日に
はあすか観測拠点へ第一便が飛び,初のあすか越冬隊に
故郷の便 りと新鮮な食料が届けられた.
あすか観測拠点では,12月初旬より天候が回復 して,
航空機観測を中心とした観測が行なわれ,昼夜反転の基
地運営の中,29次隊員を迎えた.さ っそく,航空写真撮
影 を実施 し,ほぼ予定の撮影飛行 を行なう事が出来た,
飛行機は,昭和基地海氷上滑走路の悪化のため23日夕刻
撫;㌫驚溜耀㌶㌫鷲 ●
せ」にピックアップされた.物資(145屯)の輸送も順
調に進み,28日正午をもって基地の維持運営を28次隊よ
り29次隊へ引 き継いだ,
「しらせ」は30日ブライド湾を離れ昭和基地に向い,
昭和63年1月2日には見晴らし沖の定着氷に接岸 した,
さっそく輸送,建 設作業が開始きれ,氷上輸送ルートの
設定終了後,重 量物の輸送,燃料のパイプ輸送が始まり,
夜半にはすべての重量物が陸揚げされた.翌 日からのへ
昭和基地 発電機 のオーバーホール
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衛星受信用アンテナの基礎工事
リコプター輸送も順調に進み,12日にはすべての物資輸
送(750屯)が終了 した,
今年の昭和基地での夏作業は,大 型パラボラ ・アンテ
ナの土台造 り,衛星受信棟の建設,こ れらの施設への付
帯工事,発 電棟エンジン3台のオーバーホール等で,28
次観測隊 ・29次観測隊(冬 ・夏)に 内外のオブザーバー
諸氏 も加わり,「しらせ」乗組員の支援 も受けている.
それぞれ建設会社,土 木組等に別れ,朝 から夕方まで
泥 ・セメント・油まみれの作業が続いている.最 初の10
日間は不慣れな飯場のような生活や残業に疲労感も強 く,
ふ と1ダマサレ列 と眩く者もいたようだが,日 がたつ
につれ肉体労働にも慣れ,ブ ルドーザー,バ ックホー,
ダンプカー等を自在に操 りそれぞれベテランとなってい
る,幸い天候にも恵まれ作業は計画どおり進んでいる.
夏の観測も順調でみずほ旅行隊は,7日 昭和基地より
S-16に飛び,　GPS観測等を行ないつつ12日みずほ基
地に着き,無人気象観測装置の設置回収を行なって15日
にみずほを出発 した.帰 路にはS-18の無人気象観測装
置 を撤収したのち,19日昭和基地に帰着 した.11月より
ラングホプデに滞在して行なわれてきた生物調査には,
7日に29次隊が加わり,12日まで引き継ぎを兼ねて行動
を共にした。沿岸その他の露岩域の諸調査が19～24日の
間に行なわれた.月半ば頃から観測各部門毎の引き継ぎ
作業が進められ,西 オングルテレメ一夕の引き継ぎは,
28～29日に泊まりがけで行なわれた.
2月1日0900LTより越冬交替式が行なわれ昭和基地
の実質的な運営が28次隊より29次隊へ引き継がれた,
第ll回南極鉱物資源特別協議会議
吉 田 栄 夫
1982年6月及 び1983年1月.そ れ ぞ れ 第1回 と第2回
の 南 極 鉱 物 資 源 特 別 協 議 会 議 が,ニ ュ ー ジ ーラ ン ドの ウ
エ リ ン トンで 開 か れ,そ の 後,ボ ン,ワ シ ン トン,2回
にわ た る東 京,な ど を経 て,第11回 目が 再 びウ エ リ ン ト
ン に戻 って きた.1988年1月18日～29日,ウ エ リ ン トン
港 に近 い マ イケ ル フ ァ ウ ラー セ ン ター とい う新 しい い く
つ もの 立 派 な会 議 場 の あ る 建 物 で標 記 の 会 議 が 行 わ れ た
の で あ る.こ の5年 半 の 間 に,ウ エ リ ン トンの 中心 街 の
再 開 発 が 進 み,立 派 な 建 物 が ふ えた.商 業 の 中心 で は な
い ウエ リ ン トンで も,日 本 船 員 セ ン ター が 置 か れ て お り,
私 達 が 宿 泊 した セ ン タ ーに 近 い ホ テ ル の 玄 関前 の4本 の
国 旗 の 一 つ は 日の 丸 で,日 本 との結 び つ きが一 層 進 ん だ
との 感 を深 くした.そ して,14ヵ 国 の 協 議 国 で 始 ま った
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南極鉱物資源の会議の方は,20ヵ国の協議国と17ヵ国の
加盟国による会議に成長 した.(但し今回は.イ ンド,
ウルグァイの2協 議国,オ ース トリアほかの9加盟国が
欠席 した)最 初使われた由緒ある国会議事堂が会議場と
して使用されなかったのも,このためであるか もしれな
い.代 表国はニュージーランドを含めて総数127名で,
わが国からは首席代表の外務省法眼参事官のほか,外務
省の日向科学課長.科学課西岡,海 洋課葉室両事務官,
文部省浮田国際学術監理官,通 産省海洋開発室大岡専門
官,石 油公団大関調査役,そ れに金属鉱業事業団本城キ
ャンベラ事務所長と大使館の佐藤書記官,筆者を加えて
10名が参加|した.
この会議は,昨 年5月 モンテビデオで合意された1988
年前半にニュージーラン ドにおいて最終会議をもつこと,
その最終会期の一部,第 一会期として位置づけられると
いうことに基づいて行われたものである.ニ ュージーラ
ン、ドのビービー議長は,昨年ll月非公式の協議を主要協
議国と行い,そ の結果をこれまで10回にわたって討議さ
れ練られて きたものに加えたものとして,議長提案の第
四次改訂案(議 長提案としては,1983年1月提出の第.一
次案から数えて第五次葉となる)を用意 し,この条約草
案をテキス トとして,か ねてから重要課題 とされる条項
を首席代表会議で,その他の条項については全体会議方
式(オ ブザーバーも同じテーブルに着き,同 じ条件で)
で逐条審議 を行 うことを提案 した.ま た,必要に応 じ小
グループを組織 して協議 し,さ らに条約案文整理のため
の起草委員会を設置して,こ の仕事 も多少併行させ進め
ることも提案 され,会議は,こ の線で進行 した.
逐条審議はノルウェーのアンデルセン氏が議長となり,
意見交換,各 国の修正意見の提案,未 決定部分の決定,
条文についての統一的な見解を得るための整理などが行
われた.賛否を問うことなく意見はメモされ,その うち
支持が多いと判断されるものは,起草委員会に送られる
ことになった.
.首席代表会議では,紛争調停,賠 償責任などの問題が
討議 されたが,なお意見の相違はまだかな りあるようで
ある.適用地域に関する条項では,西独のヴォルフルム
氏を議長として小グループで討議され,種 々の工夫がな
されたが,なお検討を要するという.
起草委員会は,英,米,ソ 連,ア ルゼンチン,チ リー,
フランス,中国,西 独,ブ ラジルによって構成 され,ア
ルゼンチンのリバグリアティ氏が議長となった.米 は,
3月中旬～下旬,ワ シントンでこの委員会の会合を開く
機会を提供するとし,これが受入れ られた.
1988年5月2日一18日及び5月23日一6月2日.そ れ
ぞれを第一会期.第 二会期としていよいよ南極鉱物資源
に関する条約案の採択のための最終会議が開かれる.ま
だ意見の対立の多いこの条約案が,この会議で合意をみ
るかどうか危ぶむ声もないわけではない.しか し,何と
かそれに漕ぎつけたいというのは.いずれの国の願いで
もあろう.長い間この問題の解決の御手伝いをしてきた
者としても強 くそれを期待している.条約が採択されれ
ば,その批准やそのための国内法の整備,さ らには資源
の探査 ・開発にどうかかわるかなどむしろ問題は今後に
|ll積されている.こ れらに関連して南極の観測 ・研究に
何が期待されるのか,私 達は大きな課題 を抱えることに
なるのであろう。
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
第10回極域気水圏シンポジウム
第'°同棲域気水圏シ・ポジウムは昭禾U62年'2月8・9●
日の2日 間極地研究所の講堂で開催 された.昨年のオゾ
ンホールに続いて今年は 「氷床コア」をテーマとしてと
りあげた.参 加者はll5名,発表論文は63編であった.
以下,各 セッションの概要を報告する.
「海水 ・海洋」一発表論文は3編一。海氷の厳冬期生
産の室内実験の成果 と海氷遠隔測定の基礎的実験が報告
された.
「氷床の構造とダイナ ミックス」-9編 一。クイーン
モー ドランド最高 ドームの雪氷調査および白癩氷河の最
近の氷厚減少について報告があった,電 波氷厚計(ア イ
スレーダー)を用いて氷床底面状態の検定方法の開発,
限石の探査法の可能性の評価がなされた.ま た,セ ール
ロンダーネ溢流氷河の氷厚調査(重 力法 と電波氷原計測
定結果の比較)についてベルギーのデクレアー博士の発
表があった.
「北極域調査」-6編 一.ス ピッツベルゲ ンとノルウ
㌫ 諺㌶ 可:;欝濃 鑓套;套:聯●
い結果が発表 された.
「氷床 コア」-12編一.み ずほ700m氷床 コアの物
理 ・化学的解析結果が発表された.みずほ基地700m深
の氷は約1万 年前になり最終氷期(約1万8千 年前)に
は至らないことや約3～4千 年前には南半球が乾燥 し砂
漠化 していたのではないか,な どの話題が提供された.
みずほコアには空気包接化合物結晶が含 まれていること
が指摘され,氷床コアの炭酸ガスやメタンなどのガス成
分と共に将来の興味ある研究課題であることが示された,
また,掘 削後の孔内検層の結果が発表され,検 層技術開
発の重要性が指摘された.
「氷床 コア総合討論」.氷床 コアの解析結果を解釈す
るために,極域における物質循環の理解を深める研究計
画の重要性が指摘された.
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「積雪の化学組成」-6編 一。氷床コアの化学組成を
考えるために,現在の積雪中の化学組成を論じた,
「境界層と気候,雪 結晶」-9編 一.カ タバ風による
積雪表面の形成,雪 結晶の成長機構の発表がなされた.
「大気の組成,南 極のオゾン」-10編一.オ ゾンホー
ルに関連 した,エ アロゾル濃度の変化機構が中心に発表
された.
「大気の運動」-8編 一。成層圏大気運動 とオゾン
ホール形成機構にも言及した発表になった.
昨年に比べて発表論文が10編増え,そのためポスター
発表が16編になり,発表方法を工夫すれば口頭発表より
も深 く理解 して貰えること,発表者は準備が大変である
ことを知った.シ ンポジウム開催についてアンケー ト調
査を行い,極地研のシンポジウムが重要な地位を占めて
● いることを改めて濾 した・
第19回評議員会議
1月14日㈹に開かれ,以下の事項が審議された.
1.研究組織について
2.昭和63年度予算について
3.研究所における研究活動について
4.南極観測事業関係について
5.南極条約関係事項について
6.総合研究大学院について
研究所出版物
南 極 資 料Vol.31,No,3.p.163-237,1987年11月
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Polar　Biology,
No.1,276p.December1987.
Proceedings　of　the　NIPR　Symposium　on　Upper　Atmo.
　 sphere　Physlcs,　No.1,　214p.　February　l988.
JARE　Data　Reports
　 No.　131　(Seismology　21)　:　Seismological　Bulletin　of
　 Syowa　Station,　Antarctica,　1986,　by　K.　Kaminuma.
　 112p.　February　l988.
← 案 内 →
観測隊月例報告(11～12月)
昭利基地周辺は雪解けが進み夏景色に変りつつある.
11月の天気は変 り易 く,屋外作業,航 空機の運用に苦労
した.12月に入 り天気も回復 し,例年になく積雪が少な
かったこともあ り,屋外作業及び29次隊受け入れ準備も
順調に進んだ.
昭和基地
観測報告
宙空:ポ ーラーパ トロール気球(PPB)実験を行なう
ため,北 の浦海水上から12月2日テス ト気球を放球した.
さらに,18日にはPPB　1号機,25日にはPPB　2号機を
放球 した.1号 機の放球は強風のため難行したが,高 度
約29kmでレベルフライ トに入り,南極大陸を西回りに
約6000km周回した.2号 機は高度約30kmでレベルフ
ライ トに入った.途中太陽電池電源系に不具合が生じた
ものの1号機と同様な航跡をたどっていることがアルゴ
スシステムにより確認されている.
生物医学:ラ ングホプデの生物小舎に2ヵ 月滞在し,
雪鳥沢を中心に蘇類,地 衣類群落の立地条件に関する調
査.微 小動物の分布調査を行った.医 学の研究も順調に
行われた.
気水圏:放 射に関する観測,微 量気体に関する観測な
ど各観測は順調であった.
設営報告
機械lPPB放球支援や屋内外施設の整備 を行なった
他,夏 期宿舎の整備,ヘ リポー トの整備,第29次隊受け
入れ準備を行った.
航空:フ ェリー体制にあった航空機はll月6日,あす
か観測拠点に到着 した.同拠点においては12月13日,28
次隊の航空機による観測計画をほぼ達成した後,29次計
画の航空写真撮影を行い28日にブライド港で 「しらせ」
に収容された.
食糧:生 鮮食糧品は全て消費した.ジ ャガイモは保存
状態が良く一年間使用できた.
あすか観測拠点
11月は悪天候に見舞われ野外観測行動,屋 内外の施設
整備及び29次夏オペに伴う野外作業に苦労 した月であっ
た.又.　ll月6日昭和基地より航空機 を迎 え入れたが悪
天候のため観測飛行は中止した.12月は隙々に天候が回
復 し上旬から中旬の夜間には集中的に航空機による観測
を行い,観測計画の目標をほぼ達成した.19日に待望の
一番機を迎え20日より荷受け作業支援 を行いながら諸設
備の引継ぎを実施 し28日正午をもって維持運営 を29次隊
に引継 ぎ30日に全員 「しらせ」に乗船 した.
観測報告
航空機による磁気観測,ア イスレーダー観測等順調に
行 った.そ の他Lル ート上の重力測定及びその他の観
測 も順調に経過 した.
設営報告
屋内外の施設整備及び車輌整備等29次隊夏オペに伴う
作業を行った.その他夏オペ支援,引 継ぎ作業を行い27
日住み慣れたあすかを離れた.
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南 極 月 別 気 象 資 料CMonthly　C]imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
1ド均 気 温CMeantemp
.)　〔℃)
赦 高 気 温(Max.temp.)〔 ℃)
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最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　s.　peed.
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昭和 基 地
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【極地豆事典】
昭和基地周辺の岩石の年代
南極観測隊員からのおみやげとして,岩 石をあげる
人,も らう人が多い.こ の時に必ずといって良いほど
話題になるのが,「この石は何年位前にできたものなの
か」ということである.実 は,こ の問いに対する答は
なかなか厄介である.と いうのは,昭 和基地周辺の岩
石はほとんど変成岩 というグループに属する岩石だか
らである.火成岩であれば,地 下のマグマが固結 した
ものだから,そ の時を生成年代 としてよい.変 成岩の
場合は,も とになった岩石 〔原岩という)が変成作用
を受けて新たな岩石に生まれ変わったものである.だ
から生成の年代 といっても,原岩の生成した年代なの
か,変 成作用を受けた年代なのか区別する必要がある.
お ま け に 変成 作 用 を2度3度 重複 して 被 って い る変 成
岩 も稀 で は な い.し か し,普 通 に は後 者 を も って 変 成
岩 の 年 代 とい う.
化 石 の 産 しない 古 い 時 代 の 岩石 の 年代 を決 め るの に,
K-Ar法,　Rb-Sr法とい っ た放 射 性 元 素 の壊 変 を利 用 し
た 手 法 が よ く用 い られ る.し か し これ らの 手 法 で も,
確 実 に お さえ られ るの は 最 も新 しい 熱的 事 件 で あ って,
よ り古 い時 代 の.'F件の 推 定 に は常 に曖 昧 さが 伴 う.昭
和 基 地 周 辺 の 岩石 が 最 も新 しい時 代 に受 け た熱 的'ド件
は.約5億 年 前 に起 こ って い る事 が か な り前 か らわ か
って い る.こ れ は,同 じよ う な時 代 を示 す 花 働 者 や ペ
グマ タ イ トと い っ た 火 成 岩 も 多 く産す る こ とか ら,こ
れ らに よ る熱 の 影響 で放 射 能 時 計 が リセ ッ トされ た か
らだ と考 え られ て い る.
そ れ で は変 成 岩 を 直接 つ く った 事 件 〔変成 作 用 の 年
代)は い つ 頃 だ ろ う か.最 近 のRb・Sr法に よ る ア イ ソ
クロ ン年 代 とい う手 法 に よれ ば,約7億 年 前 で は な い
か と い う説 が 有 力 で あ る,こ の よ うな変 成 岩 は,プ リ
ンス オ ラ フ海 岸 か ら や まと 山 脈 まで の 広 い範 囲 に み ら
れ る.更 に1」fい10億年 前 頃,20億 年 前 頃 に もfdilらか の
事 件 が あ った とす る 報告 もあ るが,そ れ が 古 い変 成作
用 の 時 代 なの か,原 岩の 生 成 した 時 代 な の か は っ き り
しな い.同 位 体 比 の 検 討 に よ れ ば,こ の 地 域 に は あ ま
り古 い 原 岩 の 年 代 を期 待 で き な い とい う 見解 もあ る.
つ ま り,こ の 地 域 の 地 殻 の形 成 は,始 生 代C今 か ら25
億 年 よ り古 い 時 代)に ま で は さか の ぼ ら ない とい う こ
とで あ る.こ の こ と は,約25億 年 とい う変 成 年 代,40
億 年 と い う原 器 形 成 の 年 代 を 示 す,隣 りの 古 い エ ン
ダー ビー ラ ン ドとは 全 く 異 る 形 成 史 を経 て きた 地 域 と
い う こ と を意 味 す る.
と こ ろ が,極 く最 近 リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 の 奥か ら始
生 代 の 年 代 を示 唆す る岩 石 群 が あ る こ とが 報 告 され た,
この 年 代 が 何 を意 味 す る のか は,ま だ 十 分に 検 討 され
て い る わ け で は ない が,ユ ン ダー ビー ラ ン ドと同 様 の
古 い地 殻 の 断 片 が 昭 和 基 地 周 辺 に も混 在 して い る1,/能
性 もあ る.
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